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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気信号を指向性可聴信号に変換するためのトランスデューサアレイと、
　前記トランスデューサアレイを収容するエンクロージャであって、二つのポートと二つ
のキャビティを備え、前記二つのキャビティのうちの第一キャビティが前記トランスデュ
ーサアレイのうちの複数の第一トランスデューサを備え、前記二つのキャビティのうちの
第二キャビティが前記トランスデューサアレイのうちの複数の第二トランスデューサを備
える、エンクロージャと、
　前記エンクロージャ内の複数の第一構造であって、前記エンクロージャ内に位置して前
記第一キャビティ内に開口する一端と、前記エンクロージャ外に位置して周囲環境に開口
する他端とを有する第一ポートを画定する第一構造と、
　前記エンクロージャ内の複数の第二構造であって、前記エンクロージャ内に位置して前
記第二キャビティ内に開口する一端と、前記エンクロージャ外に位置して周囲環境に開口
する他端とを有し且つ前記第一ポートから分離されている第二ポートを画定する第二構造
と、
　前記第一構造に位置する第一音響抵抗素子であって、前記トランスデューサアレイが生
成している可聴信号に対する前記第一ポートの音響特性の影響を低減する第一音響抵抗素
子と、
　前記第二構造に位置する第二音響抵抗素子であって、前記トランスデューサアレイが生
成している可聴信号に対する前記第二ポートの音響特性の影響を低減する第二音響抵抗素
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子とを備える装置。
【請求項２】
　前記第一音響抵抗素子が前記第一ポートに含まれる一つ以上のチャネルの音響特性を変
化させるように構成され、及び／又は、前記第二音響抵抗素子が前記第二ポートに含まれ
る一つ以上のチャネルの音響特性を変化させるように構成されている、請求項１に記載の
装置。
【請求項３】
　前記第一音響抵抗素子及び／又は前記第二音響抵抗素子が単層を含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項４】
　前記第一音響抵抗素子及び／又は前記第二音響抵抗素子が多層を含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項５】
　前記第一音響抵抗素子及び／又は前記第二音響抵抗素子が布材の層を含む、請求項１に
記載の装置。
【請求項６】
　前記第一音響抵抗素子及び／又は前記第二音響抵抗素子が金属メッシュを含む、請求項
１に記載の装置。
【請求項７】
　前記第一音響抵抗素子及び／又は前記第二音響抵抗素子の形状が略矩形である、請求項
１に記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、トランスデューサ用エンクロージャに係り、特にポート型トランスデューサア
レイエンクロージャの音響性能を向上させるための設計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ラウドスピーカは少なくとも二つの主要部品を含むと考えることができる。即ち、電気
信号を機械的運動に変換するトランスデューサと、機械的運動を放射音に変換するように
設計されたエンクロージャとである。一部のエンクロージャは密閉されるが、他のエンク
ロージャ設計は、エンクロージャの内部と外部との間で空気を通過させるポートを含む。
ポートを組み込むことによって、密閉型エンクロージャと比較して効率的（所与の電力入
力に対して放射される音に関して）且つ高感度（所与の電気信号入力に対して放射される
音に関して）の小型エンクロージャを作製することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許第７５６５９４８号明細書
【特許文献２】米国特許第８２９５５２５号明細書
【特許文献３】米国特許第８３５１６３０号明細書
【特許文献４】米国特許第８３５８７９８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本開示は、トランスデューサアレイを有するポート型トランスデューサエンクロージャ
の音響特性を向上させる方法を提供する。音響抵抗素子を導入することによって、ポート
の音響特性（例えばモード）を減衰させることができる。このような抵抗素子（一つ又は
複数の素子）を使用することで、望ましくない音響効果（例えば、再生されているコンテ
ンツの周波数帯に現れるポートの特徴のスペクトルピーク）を低減して、個々のスピーカ



(3) JP 6810158 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

が発する出力音、スピーカアレイによって形成されるビーム等を改善することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様では、本装置は、電気信号を指向性可聴信号に変換するためのトランスデューサ
アレイを含む。また、本装置は、トランスデューサアレイの各トランスデューサを含むエ
ンクロージャも含む。また、本装置はエンクロージャ内の一つ以上の構造も含み、該一つ
以上の構造は、エンクロージャ内に位置する一端とエンクロージャ外の他端とを有するポ
ートを画定する。また、本装置は、一つ以上の構造のうち一つに位置する音響抵抗素子も
含み、該音響抵抗素子は、トランスデューサアレイが生成している可聴信号に対するポー
トの音響特性の影響を低減することができる。
【０００６】
　実施形態は以下の特徴のうち一つ以上を含み得る。音響抵抗素子は、ポートに含まれる
一つ以上のチャネルの音響特性を変化させるように構成され得る。音響素子は、前記ポー
トとエンクロージャに含まれる他のポートとによって共有され得る。ポートは第一チャネ
ル部と第二チャネル部とを含み得て、抵抗素子は第一チャネル部と第二チャネル部とによ
って共有されている壁構造に位置し得る。抵抗素子は、ポートに含まれるチャネルとエン
クロージャの外部とによって共有されている壁構造に位置し得る。音響抵抗素子は単層を
含み得る。音響抵抗素子は多層を含み得る。音響抵抗素子は布材の層を含み得る。音響抵
抗素子は金属メッシュを含み得る。音響抵抗素子の形状は略矩形であり得る。
【０００７】
　他の態様では、本装置は、電気信号を指向性可聴信号に変換するためのトランスデュー
サアレイを含む。また、本装置は、トランスデューサアレイの各トランスデューサを含む
エンクロージャも含む。また、本装置はエンクロージャ内の一つ以上の構造も含み、該一
つ以上の構造は、エンクロージャ内に位置する一端とエンクロージャ外の他端とを有する
ポートを画定する。また、本装置は、一つ以上の構造のうち一つに位置する音響抵抗素子
も含み、該音響抵抗素子は、トランスデューサアレイが生成している可聴信号に対するポ
ートの音響特性の影響を低減することができる。
【０００８】
　実施形態は以下の特徴のうち一つ以上を含み得る。音響抵抗素子は、ポートに含まれる
一つ以上のチャネルの音響特性を変化させるように構成され得る。音響素子は、前記ポー
トとエンクロージャに含まれる他のポートとによって共有され得る。ポートは第一チャネ
ル部と第二チャネル部とを含み得て、抵抗素子は第一チャネル部と第二チャネル部とによ
って共有されている壁構造に位置し得る。抵抗素子は、ポートに含まれるチャネルとエン
クロージャの外部とによって共有されている壁構造に位置し得る。音響抵抗素子は単層を
含み得る。音響抵抗素子は多層を含み得る。音響抵抗素子は布材の層を含み得る。音響抵
抗素子は金属メッシュを含み得る。音響抵抗素子の形状は略矩形であり得る。
【０００９】
　他の特徴及び利点は、明細書及び図面並びに特許請求の範囲から明らかとなるものであ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】ポート型スピーカエンクロージャの断面図である。
【図２】トランスデューサアレイ用ポート型エンクロージャの模式図である。
【図３】音響抵抗素子を含むトランスデューサアレイ用ポート型エンクロージャの模式図
である。
【図４】二つのポートチャネルセグメントによって共有される壁構造に音響抵抗素子を組
み込んだトランスデューサアレイ用ポート型エンクロージャの模式図である。
【図５】複数の壁構造に組み込まれた音響抵抗素子を含むトランスデューサアレイ用ポー
ト型エンクロージャの模式図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　図面全体にわたって同様の参照符号は同様の要素を指称する。
【００１２】
　図１を参照すると、ラウドスピーカのポート型エンクロージャ１００の断面図が示され
ており、エンクロージャの構造を全体的に画定する四つの壁１０２、１０４、１０６、１
０８を含む。この配置構成では、電気信号を可聴信号に変換するトランスデューサ（トラ
ンスデューサ１１０）が上壁１０８に取り付けられているが、他の例ではトランスデュー
サは異なって配向され得る。エンクロージャ１００によって画定される音響空間（つまり
、エンクロージャの内部）とエンクロージャの外部の環境との間で空気が自由に流れるよ
うにするため、ポート１１２がエンクロージャの上壁１０８に設けられる。この特定の例
では、ポートがシリンダ構造によって実現されているが、他の設計（例えば、異なる形状
、断面等）も用いられ得る。一般的に、ポート１１２は、空気が周囲環境からポートに入
りまたポートから出て行くようにするポートインターフェース１１４を含む。また、ポー
ト１１２は、エンクロージャの内部に空気を向け、またエンクロージャの内部から外に出
るように空気を向けるポートチャネル１１６も含む。
【００１３】
　一般的に、ポートは望ましくない音響属性を有し得て、エンクロージャ設計がその音響
属性に対処して（例えば、最小化して）、比較的サイズを小さくしたままで適切な性能を
提供し得る。空気がポートを通って流れるようにすることで、望ましくない雑音や歪みが
生じ得る。例えば、ポートの幾何学的特性（例えば、ポートチャネル長さ）が音響定常波
を生じさせ得て、その定常波の励起を介して共鳴を導入したり、雑音及び／又は歪みを強
めたりすること等によって、ラウドスピーカの所望の周波数応答を変化させ得る。ポート
の体積がエンクロージャ体積全体の相当な部分である配置構成では（例えば、ポート体積
がエンクロージャ体積の５０％以上）、ポート内の定常波は、ラウドスピーカ（ポート及
びトランスデューサを含む）の動作帯内の周波数において生じ得る。制御方法（例えば、
減衰）によって、その悪影響を低減することができる。更に、そのような定常波を適切に
減衰させることによって、ラウドスピーカの出力や効率等を改善させるように（例えば、
増大させるように）波及び／又は共鳴を利用することができる。
【００１４】
　コンピュータ支援モデリング及び設計、コンピュータ分析（例えば、有限要素分析）、
先端製造プロセス及び物質等を導入することで、密閉型エンクロージャ設計と比較して、
ポート型エンクロージャをより高品質で周波数応答を改善させて設計することができるよ
うになっている。エンクロージャ自体のレイアウト（例えば、トランスデューサの位置等
）や他の設計パラメータ（例えば、エンクロージャサイズ、壁のライニング等で用いられ
る物質等）と共に、空気を流す（エンクロージャの内部に向けて、また、エンクロージャ
内部から）ようにするポートの設計が、ラウドスピーカの全体的な性能に影響し得る。
【００１５】
　上述のように、ポート１１２は、ラウドスピーカ（エンクロージャ１００及びトランス
デューサ１１０を含む）の出力に雑音が加えられることに寄与し得る。特に、ポートイン
ターフェース１１４及びポートチャネル１１６はどちらも、雑音源とみなされ得る共鳴や
定常波等を導入し得る。例えば、ポートインターフェースの構造やポートチャネルの構造
等によって、共鳴トーンが励起され得る。このような雑音トーンは、スピーカによって再
生されているオーディオコンテンツのスペクトル範囲が共鳴トーンの周波数を含む場合に
リスナーにとって特に不快になり得る。例えば、コンテンツのベーストーン（低音）は、
トーン共鳴や定常波等の影響を受けて、再生に悪影響を及ぼし得る。単一トランスデュー
サエンクロージャの性能に影響を与えることに加えて、複数のトランスデューサを含むエ
ンクロージャの性能も劣化し得る。他の種類のエンクロージャも同様に影響を受け得る。
例えば、導波路型エンクロージャは、エンクロージャのほぼ体積全体を占めるポートとみ
なされる（例えば、エンクロージャの僅かなパーセント（１０％）がトランスデューサ又
はエンクロージャ内のトランスデューサによって用いられる）。図示されているエンクロ
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ージャと同様に、定常波が導波路エンクロージャ内に生じ得て、ラウドスピーカの出力に
悪影響を及ぼす可能性がある。そのような導波路の例は、「Ａｃｏｕｓｔｉｃ　Ｗａｖｅ
ｇｕｉｄｉｎｇ」との名称の米国特許第７５６５９４８号明細書（特許文献１）及び「Ｌ
ｏｗ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｅｎｃｌｏｓｕｒｅ　ｆｏｒ　Ｖｉｄｅｏ　Ｄｉｓｐｌａｙ
　Ｄｅｖｉｃｅｓ」との名称の米国特許第８２９５５２５号明細書（特許文献２）に記載
されていて、これら両文献は参照として全体が本願に組み込まれる。
【００１６】
　図２を参照すると、その模式図は、複数のトランスデューサ用のポート型エンクロージ
ャ設計の断面図を示している。この例では、エンクロージャ２００は、トランスデューサ
アレイ２０２（例えば、五つのトランスデューサ２０４、２０６、２０８、２１０、２１
２）と、ポート２１４とを含む。ポート２１４は、エンクロージャ２００の内部とエンク
ロージャ外の周囲環境との間で空気が流れるようにするポートインターフェース２１６及
びポートチャネル２１８を含む。特に、ポートチャネル２１８は、ポートインターフェー
ス２１６から始まり、エンクロージャの後壁２２０に沿って延伸し、トランスデューサア
レイ２０２を含むキャビティ２２２内へ開口する。一部配置構成では、エンクロージャ２
００を用いて、単一のエンクロージャを用いながら多重チャネルサラウンド効果を生じさ
せることができるサウンドバー製品（メディアバーとも称される）を作製することができ
る。このようなサウンドバーデバイスの場合、複数のトランスデューサは特定の次元に沿
って（例えば、水平方向や垂直方向に沿って）配向されることが多い。スピーカの配向は
、対象とする音響効果や、サウンドバーの取り付け箇所（例えば、テレビやコンピュータ
デバイスディスプレイ等のディスプレイデバイスの上方や下方）に対して決定されること
が多い。
【００１７】
　図１に示される単一トランスデューサエンクロージャと同様に、ポートインターフェー
ス２１６及びポートチャネル２１８はどちらも、トランスデューサアレイ２０２のエンク
ロージャ２００の性能に影響を与え得る雑音源となり得る。例えば、一部周波数（例えば
、数十ヘルツ以上）では、ポートによって形成される開口端チャネル内での空気の動きに
基づいて、定常波がポート２１４内に生じ得る。このような定常波の音響効果は、再生さ
れているオーディオコンテンツのスペクトル内にも含まれている多様な周波数（例えば、
１ｋＨｚ等）において生じ得て、エンクロージャ２００によって生成されている可聴信号
に悪影響を及ぼす可能性がある。また、こうした雑音源は、トランスデューサアレイ２０
２の出力にも影響を与え得る。例えば、信号が個々のトランスデューサ２０４～２１２に
入力されると、ビームフォーミング動作を実行して、例えば、可聴信号を一つ以上の方向
に指向させたり、エンクロージャ外部の一つ以上の箇所に指向させたりし得る。ポート構
成要素が生じさせる雑音の位相は制御が難しいので、トランスデューサアレイ２０２が生
じさせる一つ又は複数の指向性ビームが影響を受ける可能性があり、再生されているオー
ディオコンテンツの音質が劣化し得る（リスニング体験と共に）。
【００１８】
　図３を参照すると、一つ以上の技術を実施して、ポート雑音源の効果が個々のスピーカ
の音響特性及びトランスデューサアレイの全体的な性能に悪影響を及ぼすことを低減し得
る。例えば、音響効果を低減する一つ以上の素子を、トランスデューサアレイエンクロー
ジャのポート構成要素（例えば、ポートチャネル）を画定する一つ以上の構造（例えば、
壁）に組み込み得る。エンクロージャ３００は、トランスデューサアレイ３０２（五つの
トランスデューサ３０４、３０６、３０８、３１０及び３１２）と、ポートインターフェ
ース３１６及びポートチャネル３１８（ポートインターフェースに一端を有し、トランス
デューサアレイ３０２を含むキャビティ３２０内に開口する他端を有する）を含むポート
３１４とを含むものとして示されている。ポート３１４の音響特性に基づいて生じる一つ
以上の定常波の効果を低減するため、抵抗音響素子３２２を構造（例えば、壁構造３２４
）に組み込んで、ポートインターフェース３１６やポートチャネル３１８等の音響共鳴特
性を低減する。この図では、素子３２２の幾何学的特性（サイズ、形状等）は、素子を視
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覚的に強調するように模式的に示されている。例えば、素子３２２は壁構造３２４の両面
から外向きに延在するように示されているが、多様な実施形態において、素子が一方又は
両方の壁面と実質的に面一になるように素子の幾何学的特性が設計され得る。例えば、素
子３２２は壁に組み込まれたスクリーンとなり得る。一般的に、音響効果を低減するため
には、素子にわたる音圧差が低くなるようにし得る（例えば、素子３２２のポートチャネ
ル３１８側における音圧とトランスデューサ３０６近くの素子３２２のキャビティ３２０
側における音圧との間の差）。
【００１９】
　この図示されている例では、単一の音響抵抗素子が壁構造３２４に組み込まれているが
、追加の素子を同様に壁に組み込み得る。また、一つ以上の抵抗素子がポートチャネル３
１８の他の構造に組み込まれ得て、例えば、一つ以上の抵抗素子が、ポートチャネルとエ
ンクロージャ３００の他の部分とによって共有されている壁構造に含まれ得る。一配置構
成では、一つ以上の素子が、ポートチャネル３１８と共有されている外側壁構造（例えば
、壁３２６）に組み込まれ得る。このような抵抗素子を組み込むために各壁構造に対して
同様の配置が選択され得て、又は、複数の素子に対して異なる配置箇所が選択され得る。
【００２０】
　素子の多様な種類の設計パラメータを調整して、ポート（例えば、ポートインターフェ
ース、ポートチャネル等）の音響特性を低減し得る。例えば、一つ以上の素子のサイズや
形状を調整し得る。同様に、素子（壁構造に埋め込まれている素子等）の配向を調整して
（例えば、並進移動や回転等）、個々に又は集合的に（例えば、特定にパターンを形成す
るようにして）特定の共鳴効果に対処し得る。
【００２１】
　一つ以上の音響抵抗素子を作製するのに多様な種類の構造を採用し得る。例えば、単層
素子（例えば、単層スクリーン）又は多層素子（例えば積層スクリーン）を設計して使用
し得る。多層抵抗素子については、その設計に一種以上の分離距離を用い得る。更に、空
気が多層の間を流れるようにしたり、一種以上の物質を用いてスクリーン間の構造を形成
したりし得る。例えば、異なるパターン（例えば、リッジ、チャネル等）を、スクリーン
対の間に位置する構造に組み込み得る。このようなスクリーンは一種以上の幾何学的特性
（例えば、略矩形の形状等）も取り入れ得る。
【００２２】
　多様な種類の物質を用いて、ポートインターフェース及びチャネルの音響特性の効果を
抑制する抵抗素子を作製し得る。例えば、抵抗素子３２２に含まれる一つ以上のスクリー
ンの組成は金属性であり、一種以上の金属を含み得る（一部配置構成における他の種類の
物質と共に）。実質的に固体金属層（一又は複数）を用いてスクリーンを作製し得る。メ
ッシュや他の種類のパターン設計を一つ以上のスクリーンに採用し得る。一種以上の布を
抵抗素子に採用し得て、例えば、トランスデューサアレイエンクロージャ３００の環境効
果（例えば、温度、音圧、振動等）に耐えることができる比較的硬い布を用い得る。また
、複合材を用いて、スクリーン、スクリーンフレーム、抵抗素子３２２の他の構造部を形
成することもできる。また、異なる物質の組み合わせを用いて、抵抗素子３２２の構成要
素を作製することもでき、例えば、一種以上の複合材（例えば、プラスチック）及び金属
を採用し得る。
【００２３】
　図４を参照すると、その模式的表現は、他のトランスデューサアレイエンクロージャ設
計の断面図を示している。この例では、エンクロージャ４００は、トランスデューサアレ
イ４０２（トランスデューサ４０４、４０６、４０８、４１０、４１２を含む）と、比較
的複雑なポート（図１のシリンダ形状のポート１１２と比較して）とを含む。ポート４１
３は、方向が交互の経路を形成する一組のセグメントから成るポートチャネルを含む。こ
の例では、ポートインターフェース４１４（エンクロージャ４００を外部環境に繋ぐ）に
、ポートチャネルの第一セグメント４１６が続き、エンクロージャの後壁４１８に沿って
左から右に延伸する。１８０度曲った後、ポートチャネルの第二セグメント４２０が第一
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セグメント４１６に沿って（逆方向に）延伸する。二つのセグメント４１６及び４２０は
隣接しているので、エンクロージャの内部で共通の壁構造４２２を共有する。壁構造４２
２と対向壁構造４２４との間のポートチャネルセグメント４２０に沿って進み（右から左
に）、もう一度曲った後で、セグメントは、トランスデューサアレイ４０２を含むキャビ
ティ４２６内に開口する。図１～図３に示されるポートインターフェース及びチャネルと
同様に、ポート４１３の重畳するセグメント設計（例えば、ポートインターフェース４１
４や、ポートチャネルの複数のセグメント）が、トランスデューサアレイの性能を制限し
得る雑音源になり得る。例えば、一部周波数において（例えば数十ヘルツ）、ポートによ
って形成される開口端チャネル内での空気の動きに基づいて、定常波がポート４１３内に
生じ得る。このような定常波の音響効果は、再生コンテンツのスペクトル内にも含まれ得
る周波数（例えば、１ｋＨｚ等）において現れ得て、再生音に悪影響を及ぼす可能性があ
る。更に、こうした定常波は、トランスデューサアレイ４０２のビームフォーミング性能
に影響し得る。
【００２４】
　ポート４１３の音響特性に基づいて生じる一つ以上の定常波の影響を低減するため、抵
抗音響素子４２８を共有壁構造４２２に組み込んで、トランスデューサアレイ４０２の性
能に影響し得るポートインターフェース４１４、ポートチャネル（セグメント４１６、４
２０）等の音響共鳴特性を低減する。
【００２５】
　この例では、単一の音響抵抗素子が壁４２２に組み込まれているが、追加の素子を同様
に壁に組み込み得る。また、一つ以上の抵抗素子をポートチャネルセグメントの他の構造
にも組み込み得て、例えば、一つ以上の抵抗素子が他の壁構造に含まれ得る。例えば、一
つ以上の素子を、ポートチャネルセグメント４１６とエンクロージャ４００の外部環境と
によって共有されている壁構造４１８に組み込み得る。他の例では、一つ以上の素子が、
ポートチャネルセグメント４２０とキャビティ４２６（その中にトランスデューサアレイ
４０２が取り付けられている）とによって共有されている壁構造４２４に埋め込まれ得る
。こうした抵抗素子を組み込むために各壁構造に対して同様の配置を選択し得て、又は、
二つ以上の素子について異なる配置箇所を選択し得る。上述のように、音響抵抗素子につ
いて異なる幾何学的特性、物質、特徴（例えば、単層、多層等）や、他の設計を採用し得
る。
【００２６】
　図５を参照すると、異なる種類のポート型スピーカアレイエンクロージャが音響抵抗素
子を採用し得て、例えば、その設計は複数のポート、複数のスピーカキャビティ等を含む
。一つ以上の音響抵抗素子を採用する多重ポート設計の一例は、２０１５年１２月２８日
出願の「Ａｃｏｕｓｔｉｃ　Ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　Ｅｌｅｍｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｐｏｒｔ
ｅｄ　Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ　Ｅｎｃｌｏｓｕｒｅ」との名称の米国特許出願第１４／９
８１５４６号に記載されており、その全体が参照して本願に組み込まれる。この図示され
ている例では、トランスデューサエンクロージャ５００（例えば、サウンドバー設計用）
は、二つの別々のポートを含み、その中に音響抵抗素子が配置されて、エンクロージャ内
のトランスデューサアレイ性能を改善し得る。ポート５０２、５０４はそれぞれポートイ
ンターフェース５０６、５０８と、ポートチャネル５１０、５１２とを含む。この例では
、壁構造５１４が二つのポート５０２と５０４を分離しているが、他の設計変形例を用い
て、ポートを分離してもよい。各ポートチャネルは、音生成用アレイのトランスデューサ
を含むキャビティ５１６、５１８内に開口する。各キャビティは二つのトランスデューサ
を含む（例えば、キャビティ５１６はトランスデューサ５２０及び５２２を含み、キャビ
ティ５１８はトランスデューサ５２４及び５２６を含む）。また、各キャビティは、音生
成用の他の種類のデバイスを含み、例えば、特定の方向に音を指向させることができる伝
送管５２８及び５３０を含む。このような伝送管デバイスの例は、「Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｄ
ｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　Ａｃｏｕｓｔｉｃ　Ｒａｄｉａｔｉｎｇ」との名称の米国特許第
８３５１６３０号明細書（特許文献３）及び「Ｐａｓｓｉｖｅ　Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ
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　Ａｃｏｕｓｔｉｃａｌ　Ｒａｄｉａｔｉｎｇ」との名称の米国特許第８３５８７９８号
明細書（特許文献４）に記載されており、これら両文献は参照として全体が本願に組み込
まれる。また、他のトランスデューサ５３２（例えば、ツイータスピーカ）もエンクロー
ジャ内に含まれて、搭載スピーカを用いるアレイ内に含まれても含まれなくてもよい。
【００２７】
　この配置構成では、ポート（例えば、ポート５０２やポート５０４）やキャビティ（例
えば、キャビティ５１６や５１８）等の音響効果を低減するため、一つ以上の音響抵抗素
子をエンクロージャ５００内の構造（例えば、壁構造）に埋め込むことができる。この特
定の例では、音響抵抗素子は二つのポート５０２及び５０４の各壁構造に組み込まれる。
特に、一つの抵抗素子５３４が、ポートチャネル５１０とキャビティ５１６とによって共
有されている壁構造５３６に組み込まれ、他の抵抗素子５３８が、ポートチャネル５１２
とキャビティ５１８とによって共有されている壁構造５４０に組み込まれる。各抵抗素子
はそれら各箇所に埋め込まれているので、各ポートチャネルとキャビティとの間の音圧差
を低減することができる。こうした音響素子は、トランスデューサアレイエンクロージャ
５００内の他の箇所にも配置され得て、例えば、上述のように、一つ以上の素子を他の構
造に埋め込み得る。一部配置構成では、一つ以上の素子を、ポートチャネル（例えば、ポ
ートチャネル５１０）とエンクロージャ５００外の環境とによって共有されている壁構造
５４２に組み込み得る。同様に、キャビティ間で供給されている壁構造（例えば、壁構造
５１４）や、キャビティとエンクロージャ５００の外部とによって共有されている壁構造
（例えば、壁構造５４４、５４６等）等に素子を配置し得る。
【００２８】
　図示されるように、二つのポート５０２及び５０４を採用して、エンクロージャ５００
外部とエンクロージャ内部との間に空気が流れるようにする。一部設計では、単一のポー
ト又は二つよりも多いポートを用いて、空気が流れる経路を提供し得る。こうした設計は
、エンクロージャ外の音に悪影響を及ぼし得る雑音源を生じさせ得る。音響特性に悪影響
を及ぼす可能性を低減するため、こうした設計の一つ以上の構造（例えば、壁構造）に一
つ以上の損失性物質音響抵抗素子を組み込み得る。上記設計と同様に、こうした影響を低
減する抵抗素子は、スクリーンや、スクリーンの積層体（例えば、多重スクリーン設計）
等であり得て、壁構造の両面と実質的に面一になるように埋め込まれる。上述のように、
抵抗素子は、多様な設計を取り入れ、多様な設計パラメータ（例えば、幾何学的特性、物
質、配向、位置）等を用い得る。例えば、構造（例えば、壁構造）を共有していないエン
クロージャの部分を接続する三次元設計（例えば、管状構造）によって、抵抗素子が提供
され得る（又はその三次元設計に抵抗素子が組み込まれ得る）。一つの抵抗素子を壁構造
（例えば、共有壁構造）に組み込む一方で、追加の抵抗素子を壁に組み込むことができ、
例えば、複数の抵抗素子（例えば、特定にパターンで配向している）を壁に埋め込むこと
ができる。少なくとも一つの抵抗素子を共有壁構造（又はポートによって共有されている
他の種類の構造部）に組み込むと共に、複数の抵抗素子をトランスデューサアレイエンク
ロージャの他の箇所に組み込み得て、例えば、壁構造５１４、５４２、５４４、５４６等
に抵抗素子を組み込んで、エンクロージャ５００に含まれるトランスデューサ（例えば、
トランスデューサアレイ）の出力の悪影響の可能性を低減し得る。同様に、異なる設計、
異なるパラメータ等を用いて、トランスデューサアレイが再生しているコンテンツに影響
し得るポート、キャビティ、他のエンクロージャ部分が発生させる音響モードを低減し得
る。
【００２９】
　上述のもの以外の他の多数の実施形態が採用可能であり、添付の特許請求の範囲に含ま
れ得るものである。
【符号の説明】
【００３０】
　　３００　エンクロージャ
　　３０２　トランスデューサアレイ
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　　３０４、３０６、３０８、３１０、３１２　トランスデューサ
　　３１４　ポート
　　３１６　ポートインターフェース
　　３１８　ポートチャネル
　　３２０　キャビティ
　　３２２　音響抵抗素子
　　３２４、３２６　壁構造
　　４００　エンクロージャ
　　４０２　トランスデューサアレイ
　　４０４、４０６、４０８、４１０、４１２　トランスデューサ
　　４１３　ポート
　　４１４　ポートインターフェース
　　４１６、４２０　ポートチャネルセグメント
　　４１８、４２２、４２４　壁構造
　　４２６　キャビティ
　　４２８　音響抵抗素子
　　５００　エンクロージャ
　　５０２、５０４　ポート
　　５０６、５０８　ポートインターフェース
　　５１０、５１２　ポートチャネル
　　５１４、５３６、５４０、５４２、５４４、５４６　壁構造
　　５１６、　５１８　キャビティ
　　５２０、５２２、５２４、５２６、５３２　トランスデューサ
　　５２８、５３０　伝送管
　　５３４、　５３８　音響抵抗素子
【図１】 【図２】
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